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午 　前 　の　 部

酵母 による D −mannitol の生産 に つ い

て

野田産研　大西　　博，．○鈴木　敏之

目的 先 に著者らは酵母の 好気的醗醐 こよ り各種 の

pentoses および hexosesか ら C3，　C4
，　C5s　C6・C7

の 各種 の 多価ア ル コ ール が 生成す る こ とを報告 し， ま

た酵母 に よ る glucoseか らの 多価 ア ル コ ール 生産の パ

ターン は 91ycerol ，
　D
−
arabitol ，　 erythritql の 生産 性に

よ り 6 つ の タ イ プ に 分 けられ る こ とを述べ た．今
．
回 こ

れ らの 6 つ の タイ プ の 他に glucose そ の 他 の 糖 よ り好

収率 に D−−mannito1 を 生産す る型 の 酵母 を 分離 しそ の

醸酵条件に つ き観察 した の で 報告す る．

　方法　D−−rnannit 。1 の 生 産 性 は保存菌株お よ び古 い

醤油諸味よ り NaCl 　15％添 加 珥 altose 培地を 用 い て

新 た に 分離 した 酵母の 計44株を大型試験管を用 い て 30

℃ に て 振盪培養 し，醗酵沖液に つ い て methyl 　 ethyl

ketone一氷酷酸一瑚酸飽 和 水；9 ：1 ：1 （vfv ） の 展開

剤 に て ペ ーパ ー
ク ロ マ トを 行な っ て 確 め ， 醸酵条件の

検討 お よ び D −−mannit 。1 の 単離確認 ｝こは500ml容肩付

フ ラ ス コ を 用 いて 振盪培養 を行な っ た，培地 は糖と窒

素源 の 種類 と濃度お よび KH ，
　PO ・

，
　 NaCl ，　 KCI の

濃度を種 々変え て 行な い ， 分析法は主 と して Neish

の Analytigal　 methods 　for　 bacteria1まermentations

に従 っ た．

　結果　供試酵母中 D −mannitol の 生産を認 め た もの

は ，
ToruloPsis　lnodaensis，

　 CryPtocbccus　 neofor ・

mditS
， 新分離酵母 T 弼 の 3 株の み で 前 2 者の 生 産 量

は ご く少量 で あ っ た が T −6 は著量 の D−mannitol を

生産 した．すなわち本酵母は最適条件下 に対糖30％ の

D−rnannitol を生 成 し，そ れを醗酵液よ り結晶状 に 単

離確認 した．こ の 酵母 は D −mannitol と共 に glycerol

をも生成 し た． glUCOSe の 他 に frUCtOSe
，　 mannOSe ・

galactose，　maltose ，　glycerol，　xylitol か らもD −ma 皿 itol

を 生成 し，培地中の 酵母 エ キ ス ， カ ザ ミノ 酸，
NaCl ，

  Cl の 高灘 は bm 。   i、。1 の 壁 を乱 く尠 せ

　しめ た．

262．　Eremothecium 　aefb γii に よ る リ・fi
　　　 フ ラ ビ ン生 産に関す る研究

（第
一

報）油脂の 効果 につ い て

阪大 ， エ ， 醗酵　○小島　一郎 ， 岡崎 　光雄

　　　　　　　　　照井　堯造

　目的　リボ フ ラ ビ ン 生産 に，大豆油などの 油脂が非

常 に有効 で あ る こ と は，以前か ら知 られ て い る．ま た

ペ ニ シ リ ン や glu・amylase の 生産 に も，油脂が有効

で ある こ とが 報告 され て い る，こ れ ら優先合成に ， 油

脂 が共通 して 有効で あ る こ とは，興味深 い．リボ フ ラ

ビ ン生産を，著 しく増大 させ る一つ の 要因 として
， 油

脂 が徐 々 に 分解 を受 け，良好な炭素エ ネ ル ギー源を逐

次供給す る た め と考 え られる 結果 を得たの で ，こ こ に

報告す る．

　方法　培地 は ペ プ トン
， グル コ ース ，酵母 エ キ ス 各

1％ に大豆 油な ど油脂を 3 ％加えた．リボ フ ラ ビ ン は ，

酢酸鹸挫過 マ ン ガ ソ 酸カ リウ ム で ， 培 養液 の 色 を消し，

エ ーテ ル で 油脂を抽出除去 したあ と， 比色定量 した．

菌糸内 リボ フ ラ ビ ン 量は ， 総 リボ フ ラ ビ ン 量 （培養液

を 10分間煮沸 して ， 抽出か ら，培養炉液リ ボ フ ラ ビ ン

量を差 し引い た値で 示 した．

　結果　油脂 は還元 糖 が，消失 したの ち，有効 に消費

され， 呼吸の 持続，自己消化に よ る pH 上 昇 の 防止な

ど，菌体の 活性持続 に寄与 した ．こ の 様相 は．残油脂

量 （培養液の エ ーテ ル 抽出区分）， リパ ーゼ 活性 （基

質 と して トリァ セ チ ン を 使用）．呼吸商の各経時変化

で見られ た．ま た油脂の 有効添加時期を検討 した結果

も， 上 の結論を支持 した．油脂 の 種類 として ， 植物油

が 概 して 優 るが ， 常温固体の 豚脂 も良好で，油脂 の 源

1

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（23 ）

に は関係がなか っ た，さ らに ， b リオ レ イ ン やモ ノ オ

レ イ ン に よ り代替が可能で ，
Tween 　80や オ レ イ ン 酸

で も， か な り有効で あ っ た．

　初発培地 に 添加した グル コ ース は，リポ フ ラ ビ ン の

生産を 阻害し た．グル コ
ース は利用されやす い エ ネル

＄
’
　ts源 で あ り， オ レ イ ン 酸 や そ の エ ス テ ル は ， 比較的

利用されに くい エ ネ ル ギー源で あ る とい う見地か ら，

種々 の 炭素源 の 微量 逐次添加を試みた結果につ い て も

報告す る．

263．　 マ ッ シ ュ ル ーム よ り VDP 一ア セチル

　　　グ ル コ サ ミ ン （UDPAG ）の 分離

東洋食工 短大

阪 大，工 ，醸酵

○橋田　　度 ， 毛 利　威徳

　寺田　潤子 ， 志賀　岩雄

　寺本　四郎

森永製菓 ，食品研　O元 田　節士

　 理 研，醗酵研 　　柴 田　有康

　　　　　　　　　 富金原　孝

　 目的　こ れまで きの こ類 の 核酸成分 に つ い て 検討

して 来 た が，カ ラム ク ロ マ トグ ラ フ ィ で は，一
般 の

nucleosidemonophosphate 以外 に ，　そ れ らの 糖化合

物に相当す る 画分 の 存在が 推察 され た．就中 UDP 一

糖化合物 は 生理 的 に も重要な役割の あ る こ とが知 られ

て い る の で，本報で は マ ッ シ ュル
ーム P5α 躍 o 彪 bis−

♪o嬲 5 よ り相当す る 画 分 を分 離 し．そ の 化学的性質を

し らべ た とこ ろ ，
UDP ザ セ チ ル グ ル コ サ ミ ン と同定

され た の で そ の 経過を 報告す る．

　方法 生 マ 。 シ ュ ル ーム を冷時等量 の 10％過 塩素酸

溶液 と と もに ホ モ ジナ イ ジ し，汐液を 中和 し， 沈澱を

除い て 後に径 3．8cm 長 さ32．Ocm の Dowex 　1× 8 カ ラ

ム で 分画 した．相当す る画分 は再 ク ロ マ トおよ び 活性

炭吸着処理 に よ り精製 し，減圧濃縮 して 最終的 に Ca
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2fi5．
塩 として 単離 した．

　結果　該画分の 紫外部吸収 は核酸成分全量 の 20％以

上 を 占め ，
ヌ ク レ オ チ ド部分で は 最も大 き い ピークで

あっ た．0．01N ・HCi で 100℃15分閲加熱 す る と分解

さ れて UDP とア セ チ ル グル コ サ ミ ン に な っ た．UDP 一

グル コ サ ミ ン の 存在 は ほ とん ど認め られな か っ た．ペ

ーパ ーク ロ マ F グ ラ フ ィ ， 薄層 ク ロ マ トグ ラ フ ィ ，赤

．外線 ス ペ ク トル な どに よ っ て ， 既知試料の UDPAG

と同定 され tc．原料生マ ッ シ ュ ル ーム 1kg よ りの 収

量 は 145mg で あ っ た ．

2餌．　徴生物の 茶葉ポ リ フ ェ ノ ール 酸化酵素

　　　 に関 する研究

（第 1報）ポ リフ ェ ノ
ー

ル オ キ シダーゼの 生産菌に

　 　 　 　 つ い て

　 目的　紅茶製造 に と っ て 茶葉の 醸酵は そ の 申心 的か

つ 最 も重要な工 程 で ， 茶葉中の ポ リフ ェ ノ
ー

ル （主 と

して カテ キ ン類） が酸化 されて or 　Shd−quinope に な

りさ らに縮合転位 して 着色生成物が形成 され る．これ

らの 酸化生成物が紅茶の 水色や滋味に関与す る．茶葉

中 の ポ リフ ェ ノ
ー

ル を酸化す る ポリフ ェ ノ
ール オキ シ

ダーゼ を得るこ とを目的に しそ酵素給源を微生物に 求

めた とこ ろ， 本酵素を生産寸るカ ビ が得られた の で そ

れ に つ い て 報告す る．

　方法　分離 した菌を緑茶 （紅茶用品種紅ふ じよ り調

製）の 浸 出液 にて 培養 し， 培養液を酢酸エ チ ル に て 抽

出 しそ の 上層 の 460皿 p の 吸光度を測定す る こ と に よ

リテ ァ フ ラ ビ ン の 形成能をみ た．

　ポリフ ェ ノ
ー

ル オ キ シ ダーゼ は緑茶浸出液お よ び カ

テ コ
ー

ル ，d一カ テ キ ン な どを基質 として酸素吸収量を

ワ
ー

ル ブ ル グ 検圧計 に て 測定 した．

　結果　分離 され た菌は cradosPorinm 属 ，　 Alt’er 一

π α 磁 属 の もの が 1株つつ 得 られ生育適温 生育最適

pH は そ れぞ れ20℃前後，　 pH5 ．0附近， 30℃．　 pH5 ，0

〜5．5で あ っ た．培養液 の テ ァ フ ラ ビ ン 含量は培養 2

日 目で最高に 達 し漸次減少して い っ た．また ツ ア ペ ク

・
ド ッ ク ス 培地を主体とした培地 で 30℃ に て 培養 しポ

リフ ェ ノ
ール オ キ シ ダ

ーゼ の 生 成を み た と こ ろそ の 活

性は緑茶浸出液を添加 した場合に み られ培養 2 日 目位

で 最高 に 達 した．

Pseudomon α s の生産するイソ ア ミラ

ーゼ の精製とその基質特異性

阪大 ， 産研　○横林 　康之，三 崎　　旭

　　　　　　　原 田　 篤也

　 目的　先 に 私共の 分離 した土壌細菌，Pseudomonas

am ｝
，（oderamosa が菌体外に ア ミ ロ ペ クチ ン お よびグ

リコ ーゲ ン 中の α一1
，
6分枝結合を 特異的に 切 断 す る酵

素をつ くる こ とを見出 し， こ の 酵素を 属 に ？seudo −

fnonas イ ソ ア ミ ラーゼ と名づ けた．こ の 酵素は プル ラ

ン に は作用 せ ず，ま た グ リ コ ーゲ ン の 内部 の 分枝結合

を も始全 に 切 る・
こ とな どか ら，酵母 の イ ソ ア ミラーゼ

や プル ラナーゼ など従来の ．debranching酵素 ζ異 な

っ た 性質を も っ て い る．本報告 で は こ の 酵素の 精製法

に つ い て の べ る と と もに精製酵素 に よ る ア ミロ ペ クテ
・ン ， グ リコ

ー
ゲ ン の β

一一デキ ス トリン な どの 基質 に 対
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